
 

  

■ はじめに 

様々な身体障害やハンディキャップを持つ人々が生活

を行なう上で，その妨げや不自由を補い健常者同様の社

会生活の実現を目的としたアクセシビリティ向上に関する

取り組みが盛んになされている。その一例として聴覚に障

害を持つ，あるいは加齢などの理由で聴覚が衰えた人へ

の会話情報保障が挙げられる。聴覚障害者のための音声

情報保障手段として手話通訳やタイピングによる文字起こ

しが以前より用いられているが，専門の介助者の必要性

やその効率性の点から，近年，機械学習の分野の成長に

よって発達した音声認識技術を用いた手法が検討されつ

つある。音声認識技術は従来の手作業での文字入力に

代わる方法として普及しつつあり，ハンズフリーで文字入

力を行なえる点が大きなメリットと言える。現在，この技術

を用いた支援手法が一部の大学など教育機関で実験的

に導入されているが，個人向けの支援の整備はまだまだ

進んでおらず，利用できる場所や環境が限定されている。 

本研究の目的は，透過型ヘッドマウントディスプレー

(Head-Mounted Display: HMD)とその上部に搭載可能な

マイクロフォンアレーを用いて，実環境に対応した携行可

能な対話支援を図ることである。 
 

■ 活動内容 

1．単一入力チャネルでのアレー信号処理 

本提案システムでは，音声認識ソフトと透過型ヘッドマ

ウントディスプレー，その上部に搭載可能なマイクロフォン

を使用することで，実環境での日常会話など幅広いシー

ンに対応した各個人に焦点を当てた支援システムの実現

を図る。音声取得のためのマイクロフォンは被支援者側の

デバイスに搭載可能な大きさとし，環境音や複数人の話

者から特定の話者の発言を抽出するためにマイクロフォン

アレーを使用する。また，一般的な携帯端末に搭載されて

いるマイク入力端子を使用してシステム構成をする場合，

使用できるチャネル数は1つに限られる。言い換えると，単

一チャネルで得られる情報から指向特性を形成する必要

がある。Figureに提案システムの概要図を示すとともに，

以上の制約の下で単一チャネルマイクロフォンアレー

(Single Channel Microphone Array: SCMA)を音声入力部と

して導入することで問題の解決を図っている。 
 

2．音声認識および字幕表示 

カメラにより認識される話者の顔方向に対して選択的に

集音した音を，音声認識エンジンを用いてテキストデータ

とし，透過型ヘッドマウントディスプレーへ字幕として表示

するシステムの開発を行っている。提案するシステムにお

いて，SCMA処理によって音声認識精度の向上が確認さ

れている。 

 

Figure 実世界字幕システム 
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